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南西アフリカ西岸に古CRETAcE0Us

䑓�月偏���

SEAを探る

野原昌人(海洋地質部･企画室)

MasatoNo且ARA

1.はじめに

8月27目の朝ウオルベスベイ(W･1vi･B･y)港は深い

霧につつまれていた･前日までは背後に砂漠をひかえ

たこの港は照りつける熱帯の太陽にさらされて長旅の

我々一行(DSDP/IPODL.g75)にとっては暑くまぶし

い位であった.その目の朝クロマｰチャレンジャｰ

号(以下グ号と略す)は午後3時の出港を前に7時30分

から8時30分までの約1時間最後の操作テストを行う

ため岸壁を離れるので写真を撮りたい人はその前に下

船しておくようにとCo-ChiefScientistのJEANから言

われていた.はじめのうちはTシャツに半ズボン

姿であったが寒さに耐えられず皆セｰタｰや長ズボ

ンに着換えねばならない寒い熱帯のウオルベスベイの

朝であった.

ウォルベスベイまでのLeg75ScientificPartyの行動

を記す.私は日本出発前にDSDP/IPOD事務局から

8月27目早朝A.M.6:00にケネディ空港からチャｰ

タｰ便が出発するため24目の晩は空港近くのロッジに

泊るようにとの連絡を受けていた一私は早朝の3時に

起きねぱならないこととはじめて出合う乗組員や研究

者達のことをあれこれ想像してその夜はなかなか眠れ

なかった.午前3時にフロント嬢のコｰルがあり30

分後に支度してロビｰに行くとガｰガｰワｰワｰ
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おしゃべりとジョｰクのとびかう賑やかな一団があった･

すぐにこの一団がLEG75のパｰティだと推察できた

が念のため近くにいたロヒゲの若い男に“この人々は

LEG75のパｰティかと尋ねた･その男は“そうだ"と

答え自分は“ブノレｰス"だといって手をさしのべた.

乗船者リストによると研究者15人スクリップスから

DSDPスタッフとして14人だから総勢30人位と予想し
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表1DSDP/IPOD乗船研究者名

Wi11i･mW･H･γ(J･i･tO･…o9･･phi･工･･tituti…,工･･､,W･･hi･g伽D.C.ユC･一
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J…一Cユ･ud･Sibu･t(C･･t･･O･…ologiq･edeBr･t･g･･,B･･st,F･･nc･)Co-Chi･f
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ε･i･J｣a･ron(Univ･∬itX･f卜!iami,Miami,Fユ｡･id･〕

R･b航隻･B･y･･〔DSDP,S･hpP･工･･tit･ti…fO･…｡9･･phγ,L･J･ユエ･､C･ユif･凧i･)

SimonBrasseユ1(UniversityofBristo1,Bristoユ,UK〕

㍗ねユterE.Deaη(USGS,0enver,Coユ｡rado)

A1･iπY･眈･(U･i･･∬itX･fO･1･…,O･1…ξ,F工･…⊃

B･･b…H･貫組i㎎(U沽欄ity･fH…i工･t'晦…,月㎝･ユ･ユ･,H…ii〕

Ch･･1･s㌧トj舳ユty/U･i･…it"fT･･…tA･ユi㎎t｡･､A･ユi･gt㎝,T･…〕

PhiユipA･M･X…(U･i･…it"fMi･hig･･,A㎜A曲･,Mi･hig･･)

三伯･･t･N他･･〔G･･ユ･gi･･1S･…y･fJ･p･･,工b…ki,J･p･･〕

R.9･･E･S･h･ユエ…t･･(U･i･…i･y･fH･･b･･g,l1･･b!l･gバRG)

J.h･C･St･i㎜･t･(U･i･…ity.fS･･thP1･･id･,St.P･t…b･･g,Fユ･･id･〕

D.nikSt｡パU･i･…it"Hdi･b･･gh,Edi･b･･gh,S雌1･･d〕

HerbcrtStradner(GeologicaユSurveγofAustria,Vienna,Austria⊃
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The･ci･ntificp･･ty･bσ･･dD/vGL0淋RCHALLENGERf･･L･g7S･f･h･D･･pS｡｡

D･iユ1i㎎p･･j･･t,工ηt･由･ti…ユPh…ofOc.anD.i1ユiησ

ていた私には人数が余りにも多いので驚きであった.

すぐに理解できたカミ残りの大部分は交代のクルｰであ

った.早朝のJFK空港には我々一行しか匁く昼間の

人と車のうず巻く様子からはとても想像できない位閑静

であった.私は自分を除いてアメリカドイツイ

ギリスオｰストリアフランスの研究者達が混ってい

るこのパｰティの中で研究者リストの名前に誰が該当

するのか皆目見当がつか衣かった.はじめに言葉を

交わしたのは立派た顎ひげをたくわえた若い男であっ

た･彼は唯一人の日本人である私にすぐに“マサトか"

と尋ねてきた.あれこれ話しているうちに彼カミイキ

リス人堆積物担当のD0RRIKであることがわかった.

待合い室の2階で日常的な話をしながら簡単な朝食をと

った.出国手続きがはじまり階下に行くと若い男と

立派な白い顎ヒゲの人が話しかけてきた.一人はドイ

ツ人のROGERもう一人はオｰストリア人のHERBERT

であった.HERBERTはよわい50位のいかにも音楽

の都ウィｰンを連想させるもの静か匁紳士であった.

ドイツのR0GERは研究者名リストのある部分をさして

自分のFu11Nameを親切に教えてくれた.私は自分

の知っているドイツ人の研究者のことや彼の大学の

ことを話したりたずねたりした.彼がハンブルク

(Humbu･g)大にいることは既に知っていたカミ有名な

DEGENs教授が同じ大学であるとは知らなかったので

私カミDEGENsの名を上げると彼はこの高名な教授につ

いてその人柄や研究室の雰囲気などを詳しく話してく

れた.R0GERと話していると太った大男が“BILL

HAY"だと名のってきた.彼はこのLeg75の副主席

研究者の中の一人である.

我々一行はA.M.6:00にJFK空港を離陸し翌日の早

朝6時頃に南西アフリカの首都ウィントフｰク(Windh･

ock)に着き更に2時間かけてグ号の待つウォルベス

ベイに着く予定であった.飛行機はスケジュｰル通り

に出発し一時立寄るリオ･デ･ジャネイロ(Ri.deJa･

n･i･･)に向った･はるか数10kmの上空から眺めるフ

ロリダ半島やカリブ海の島々は薄もやにつつまれて神

秘的であったカミ早朝の出発で疲れた私はうたたねを楽

しんだ.隣のBARBARAもずく横になった.夕方の

6時にリオ･デ･ジャネイロを立ち翌朝の6時に南西

アフリカの首都ウィントフｰク(Windhock)空港に着い

た･入国手続きをすませてウォルベスベイヘの出発ま

で約小一時間を要した･空港周辺はいうに及ばずロ

ビｰ内の主要箇所には白人の兵隊が立っておりこの国

の複雑な政治状勢をかいま見る思いがした.好奇心の

強い若い英国人のSIM0Nは空港外の写真を写そうとし

て兵隊にとめられたといっていた.ウォルベスベイに

向う機内からの眺めは遠々と続く砂漠(N･mibD･s･･t)

であった.ウォルベスベイ空港は砂漠上に簡単狂アス

ファルトを敷いたもので空港の周りには風に運ばれ

てくる砂から空港を守るために日本の北国のような垣

根カミめぐらされていた.グ号に向うマイクロバスから

みるはじめての砂漠風景は風に舞う砂つぶの動きが言

葉で表現できない位美しかった.�
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朝の9130分頃まっすぐに空まで延びた道路を通っ

てようやく目指すグ号についた.強行目程であったカミ

皆快活であった･グ号ではテキサス大学の学生である

台湾の江氏が親切に船内の研究室を案内してくれた.

翌日は一目自由行動でフィｰルドを見学し放カミら北の

町まで観光に出かけた･途中砂漠にあカミってカメラ

のシャッタｰを切った.

カメラのファインダｰから覗く霧の中のグ号の姿は高

い櫓が霧につつまれて優美であった.出発前に各セク

ションごとのミｰティングがあった･それは我々以外

(ShoreLab.用)のサンプルプロポｰザルをどうするかと

いうこととサンプリングのノレｰルを決めることであっ

た.午後3時グ号はまだ霧の残るウォルベスベイ港

をあとにしSite530に向った.

2.Ango1a臨si皿の地史･古環境を探る

LEG75の主目的はAngolaBasin-Wa1visRidgeの

古海洋環境を解明することである･しかし私は遠く

離れたこの海域の地史･海洋地質について殆んど知識を

持っていなかった.わずかに東京大学海洋研究所の

加賀美先生に教えてもらったLeg40の結果に関するデ

ｰタのみであった･その上船上分析に限って言えば

図3砂丘上(Namib砂漠)から大西洋を望む

無機地球化学的興味はわずかに間隙水の化学組成のみで

勿論他の分野に比べてこれまでのLEGがそうであっ

たように余り重きを匁していないのが実状であった.

それにSite530地点では厚く堆積しているであろう

B1ackSha1eの有機地球化学が主役の予定であった.

我々は7月も残りわずかな29目の早朝から掘削を開始

した.最初のHo1eは数メｰトルで事故のため中止さ

れた.すぐにHo1eAがはじまりここでは順調なコ

アリングが行われた.この地点では上部はDiatom

�
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図4ANG0LABAsIN-WALvIsRIDGE海底地形図

A:SIT亘530B:SITE363(LEG40)C:SITE531
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図5

掘削コアをジョイントから切り離す作業

図6

デッキ上に引き上げられたコア(長さ9.5m)

図8NANN0F0ssILCLAY-MARL-OozE(UNIT2,海底下

ユ10～277㎜,時代PLEISTOCENE～MIOCENE(1.7-

�洮���

Nannofossi1ooze(o～280m)中部は赤～緑色の泥岩と

共に炭酸塩岩(Lim.stone,M.r1.ton｡)(280～790m)下部

はG1auconiteを伴う赤～緑色C1aystone,B1ackShale

基盤はBasaltからなる.上部200m付近までは強い

硫化水素臭が残っておりジョｰク好きのERIcは“早

朝からいいにおいだ"といって皆を笑わせた.サンプ

ルはShoreLab｡用の外にCarbonateBOmb(以下CBと略

す)Watercontent,Org{arbon,Rock-Eva1等のルｰチ

ン用のサンプルが採られた.私は間隙水(INTERSTITIAL

WATER,以下IWと略す)分析の他にCB測定を分担した.

特に当SiteではPa1eo-Depthの推定に炭酸塩の量を利

用することかCo-ChiefのBILLの計画であった.こ

のため僅かの岩相変化でもBomb用サンブノレが採られ

た.私はこれらルｰチン測定とサンプリングで毎日寝

図7新しいコアパイプを挿入するところ

図9RED-GREENMUDsT0NE(UNIT3,海底下277～

467,時代MIoc酬E-oLIG0cENE(10-37m.y.Bp)�
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不足であった.サンプリングはキュｰレタｰのDAvI

の役目であるが自分でのサンプリングは岩相変化を知る

上で欠かせなかった.間隙水は1/10cores毎に採取

された.Core中は中途にBasa1t礫カミあったり僅か

にグレｰディングした地層が現われたりしたか全体的

に連続であった､950m付近から黒っぽい地層になり今

までサンプリングに熱心でなかったORG.GE0cHEMIsT

達がとたん1こ顔色をかえてサンプリングしはじめた.

我々は14目目に基盤のBasa1tに到達した.当初の予想

では下部にはB1ackShaleが厚く堆積している筈であ

ったカミB1ackSha1eはわずか数mにすぎなかった.

続いてHo1eBで上部約300mのコアリングを行いSite

530は終了した.CoreLab.でのコア記載が終っても

Che㎜.Lab.はIWの分析やCBの測定で忙しかった.

グ号はケｰシングパイプの収納次第次のSite531に向

うことになった.

私は技術者Bi11(C肥M1sT)から示されたIWのデｰタ

解釈にそれ程熱心でなかった.それというのもCa,Mg

pH等のIWデｰタは従来のそれとさほど特異性を示し

ていなかった･塩分濃度と塩素濃度は下部のB.S部で

低い値を示しているものの特に興味をひかなかった.

私はむしろあまり価値を含んでいないこのデｰタをき

れいに図化して内容を補うほうカミよいので放いかと思

い描き始めた.Ca,Mgのプロファイルは深さと共に

ある変化をするものの大略岩相の変化と合致した.

しかしはじめてTurbiditesカミあらわれる部分ではIW

組成のプロファイルに著しい変動がみられた.ここで

岩相ユニットをもうけるのが妥当のようにみえたが全

体的にながめるとその部分は規模が小さく無視でき

る位であり無論CoreLab.でもその部分に新しいユ

ニットを設けなかった･グ号はSite531に到着し掘削を

開始したがここでは現生有孔虫砂が十数㎝ユ採取され

たので相談の結果Leg40Site362近くでコアサン

図10GRE亙NCLAYsT0NE-BLAcKSHALE(UNIT8,海底下

904㌧1103m時代C0NIAcIAN-ALBIAN(84-102.5

洮���

プル保存度の良いHPC(Hyd･･u1icPistonCo･e)により

上部300㎜を不撹乱掘削することに予定変更した.

私は堆積古生物有機地球化学の各担当者達かSite

530の報告をまとめているのを横目でみなカミら相変ら

ずCBの測定とIWのしぼりだしに精を出した.昼間

はサンプリングで忙しかったので報告の準備は夜の1

～6時までにすることにした.無論その間には分析

測定の準備で充分派時間はなかった.

グ号の各研究室にはカセットデッキが備えてある.

Chem工ab.でも昼間はロック狂のBILL(技術者)カミボリ

ュｰムを上げるので隣のPa1eo.Lab.のCHARLIEはス

イッチをOffにする始末である･幸い夜は殆んど誰

もい狂いので好きな音楽を聞きながら原稿を書くのに

好都合であった.私は好き柱モｰツアノレトをCoreLab.

から持って来た･素人の録音なので音質は良くないが

昼間のBILLのようにボリュｰムを上げて聞くモｰツァ

ルトのメロディはまた格別の趣きがあった･私は音楽

を聞きながら原稿を書くつもりであったが美しいメロ

ディに聞きほれて一向に筆カミ造まなかった.少なく

とも天才の音楽を聞きその何分の一でも才を授かれば

と思ったカミ私の古くたりかけた頭脳ではかの天才の

メロディからScientific狂創造性を感知するのは到底不

可能であった･逆に私は“どうして彼は流れる如くこ

の美しい旋律を生みだすことができたのだろうか"と原

稿よりもその謎を探りたそうとする始末であった.

図は一応船上のレポｰトとしてはきれいに描くことカミ

できた.Site532の記載も半ばもすぎた頃私は又

Chem･Lab･の秤量デスクの前に座っていた･CaとMg

のプロファイルはDiagenesisの結果として解釈できるが

この15%という低い塩素濃度の数字はなかなか説明が

つかなかった･この15%は何を語っているのであろう

かP私はモｰツァルトのピアノコンチェノレトハ長調

図11基盤のBAsALT(UNIT9海底下1103～1121m)�
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K467の第2楽章の美しいメロディを何度も繰返し聞き

なカミらある時は真剣に父ある時は漫然と塩分と塩素

濃度の図を眺めていた.時はいたずらに真夜中の1時

をとうに過ぎ4時近くに在っていた.私はふいに“1ow

ch1orinity"とつぶやいた.そう!余りぽも低い塩素

濃度でないか〃そうだデｰタを素直ぽ解釈するのが

もっとも自然でないか.しかし次の瞬間私は事の

重大さに身震いした.Paleo-Ch1◎rinityは現在よりは

4%も低かった!果してこれでよいのだるうかヲ私

は当海域に関するデｰタを調べてみたが低塩素濃度を

支持する地質学的地球化学的証拠を見つけることはで

きなかった.しかしながらこのLow-Chlorinityカミ

内包する問題は非常に重要かつ魅力的であった.もし

かしたら回答はB.Sその中に隠されているかも知れな

い.私は急いでCore.Lab.に行き,R0GERが作った

B-S部分のスミアスライドを覗いた･私は鏡下のB.S

が如実に示している捜し求めていた証拠に次第に胸の高

まるのを覚えた｡そこには石英斜長石等の砕屑物カミ

有機物間をうめていた.私はちゅうちょなく低塩素

量が過去の古環境を示すものでありB.Sそのものは

もっと浅いCretaceousSea時代に堆積した可能性が

強いと論じた.そして自分でタイプしタイピスト

のJ0ANNEの所に打ち直してくれるようメモしておいた.

無論朝早いので彼女は部屋にいなかった.朝の早い

HERBERTにNamofossi1からはどん狂結果カミ得られる

のかと尋ねた･彼は950m以深のB.S部分からは何の

時代も示さない“Barren"であるといった.昼すぎに

ベッドに入ったがなかなかねむれなかった.目が醒め

て連絡ボックスの中をみるとJ0ANNEのタイプし直し

た私の原稿カミおいてあった.早速Co-ChiefのBILLと

JEANのところヘコピｰをもって行った.はじめに

JEANにSite530についての特にIWのデｰタから

みたB.Sの堆積した古CretaceousSeaについての上記

の見解についてどう思うかコメントを求めた.彼はそ

んなことはないといって自分カミ音波探査のデｰタから

描いたCretaceousからの堆積物層厚と深度の変化図を

示した･話にBILLが入ってこのIWのデｰタには粘

土鉱物のコンパクションとデコンパクションによるH20

の動きの影響もあるのでないかといった..それも全く

可静性がないでは狂いかと私は答えた.しかしあと

で考えてみるとH･Oは粘土鉱物にとり込まれることは

あっても逆の反応は外部からの他因子が加わらない限

り起り得ないため上記の可能性は極めて小さくかつ

そのことは逆にCh1orinityを高めることは明白である.

私は彼等カミどう結論をだすのか楽しみでコピｰを置い

てその場を去った･数目後BILLとJEANは私の意見

を100%活かしたSite5301norganicGeochemistryセ

クションの最終レポｰトをタイピストのJ0ANNEにタイ

プしてもらうよう私に求めた.

我々は相変らず次々と上ってくるHPCコアサンプル

の記載とCB用サンブノレIWサンプルの分析に忙し

かった.そして最後にはChem.Lab.はもっと忙しく

たった.BILLと私は“これで全てのIWの分析もCB

の測定も終った"と二人で堅い握手をして喜んだのは8

月20日の晩であった･しかし翌朝は二人共目を丸く

した｡site532Ho1eBからのサンプル/2cores計

40個のIWサンプルが待っていた.私とB1LLの二人

は皆が最後のまとめに余念力沈いというのにまだSite

Summaryの粗稿すら書けないでいた.タイピストの

J0ANNEはいつまで経ってもIst.Manuscriptが自分

の手元にこないので私を哀れんでか“Co-Chiefに書

いてもらえぱ速い"とまで忠告してくれる程であった.

実はまとめるどころでなくBILLと私は1目に6個の

サンプルしか消化でき荏かった.私の計算ではどう

急いでもDeadLineと示された9月1目には間に合わ

ないことは明らかであった.それに私もこのSite532

からは堆積物のDiagenesis以外の情報を期待していな

かったのでのんびりと構えていた.我々はまだ分析

中であったが各セクション毎のFinalReportの報告

がはじまった.

3.船内の日常生活

最後の結論に入る前に研究者達の日常生活を紹介して

おこう.

研究者はルｰチン的な仕事を除いて自分のテｰマに

ついては各自の生活リズムに合せて消化すればよかった.

例えば夜中に調子のでる若いSimonは夕方からガス

クロマトグラフを動かしていた.ところが私はBILL

との関係からMID-NIGHTからNo0Nまでのワッチに割

り当てられたため真夜中から起きていなけれぱならな

かった･船内の食堂一(公海上では)そこには生まれた

ままの姿の美しいヌｰドモデルのパネルが周囲の壁にか

けられていた一は日本の船と違って乗組員と研究者

同士カミｰ講に食事をしたり談笑する場であった.そ

こにはコｰラコｰヒｰアイスクリｰムミルクテ

ィピｰナツ干しブドウ冷蔵庫には各種のジ子一ス

カミ24時間自由に利用できるように用意してあった.研

究者やクルｰの誕生目には特別のバｰスディケｰキが食

卓を飾った･クッキｰと各種のパイｰ毎晩当番のコッ

クが作る一はいつでも味わうことができた.時々チ

ｰズケｰキカミありこれは私を含めて皆の好きなケｰキ�
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の一つですぐになくなり次のがテｰブルにのる始末で

あった.全体として味はアメリカ人好みのもの凄

く甘いもので私は時々口をすぼめた.JEANは私カミ廿

すぎるというと茶目っ気たっぷりに“Tabasuco(とう

がらしの一種)"をよこす時もあった.はじめの内私

は肉や野菜をとりすぎてケｰキやフノレｰツの入る余地

がなかった.食べ物が豊富でいつでも自由に好きな

時好みのものを味わえるということは元来船に弱く

日本食を苦手とするこれまでの私にとってはことの

外豊かな気分であった.このように甘い甘いケｰキ

に目を丸くすることはあっても食事のことで顔をしか

めるようなことはなかった.

CoreLab.では朝8時頃から仕事がはじまった.

私はその前に前日のCBを測定して9時すぎにデｰ

タをうけとりに来るJEANに示すのが習慣であった.

測定が早く終ればCoreLab.に上って自分のサンプル

をとった.ドイツ人のROGERはこんな忙しい中で

も毎日船内のジムに通っていた･私も暇な時彼に

同伴しピンポンを楽しんだ.ピンポンは最初の内

二人共下手であったがそのうちに次第にうまくなり

時には珍らしく5～6回のラリｰカミ続くこともあった.

少狂くとも私は日本(陸)にいた時よりも運動をした.

イギリス人のDORRIcもよくジムで汗を流していた.

時にはフランス人のARAIN,D0RRIK,R0GERそれに私

を加えて“INTERNATI0NALPINGP0NGTEAM"と称し

てプレｰを楽しんだ.上記四人にイギリス人のSIM0N

が加わわると5人で台の周りをEnd1essRomdしなカミ

ら5回ミスしたら一人一人姿を消すといったプレｰ法

で楽しい一時を過した.時々JEANもこの仲間に入っ

て皆とエンジョイした.Pa1eomagnetistのBARBARA

もショｰトパンツ姿でジムにやってきた｡我々が大半

のスペｰスを占拠してしまうため彼女はバレリｰナの

ような体操をやったり本を読みながら自転車を漕いた

りしていた.相棒のBILLは昼食のあと何処に消えて

2～3時興まで実験室に現われなかった.

夕食後は仲のよいBLUcEと共に美しい大西洋の夕暮

れの中をUpperDeckで談笑しなカミら休んでいた.

研究者用のラウンジにはテレビがあり毎目映画カミ流

されていた.コアリングや記載の終了後はラウンジは

盛況で映画の合い間にもジョｰクカミとび交って賑やか

であった.数多い映画の申で私は特に“DEERHU-

NTER"には感銘した.ありし目のジョンウェインも

登場した･乗船者同士はお互いに相手を気づかいなが

らも爽やかであった.彼等は時にはウィンクしたり

図12アッパｰデッキ上で談笑するBLUcE(左)とBILL(右)

“Morning!!"“Fine!!"と挨拶するのをお互いに忘れな

かった･Co-Chiefの二人共皆に親切に声をかけるの

が常であった.

船内は原則としてドライであった･但し研究者は

場所をかえてパｰティを楽しんだ一ScripPsのDANの

誕生パｰティには研究者と技術者が狭い地下の古地磁気

の測定室でスコッチや南アフリカ産のブドウ酒ビｰノレ

を飲みながら盛大に祝った.酒の肴は食堂に常備して

あるポテトチップスピｰナツそれにナイトランチ用

のノ･ム等で十分であった.彼は以前グ号が函館に入

港した際登別温泉にいったことがあり雪景色と共に

同温泉が良かったとほめていた･他にグ号産のワイン

を味わうことカミできたのも楽しい思い出の一つである･

BLUcEはワッチの合い間にChem.Lab.にきて実験台

の下にある液体の入っているポリタンクの様子を毎日の

ように調べにきた･私はこの得体の知れたい足元のに

おいがはじめのうちは鼻につくので測定中は開きドア

を閉めていた.その肉そのにおいはだんだん甘くな

ってきた.私は思い当たることがあったのでBLUcE

にバクテリア発酵をしているのかとたずねた.彼はそう

だといった.更に数目後彼は発酵させたジュｰス

(ラベルをみるとカルフォノレニア産のブドウジュｰスで

あった)を濾過してその一部を私に試飲させた.喋は上

々であった.私はBILLのIW分析の協力とBLUcE

の親切に対して持参していたスコッチのPUREMATL

をあげた.その返礼にBLUcEは“グ号産ワイン"を1

本くれた.1～2回味わったあと冷蔵庫に入れておい

たが数目後ビンごとなくなっていた.

研究者もクルｰもお互いにFirstNa㎜eで呼び合い

Co-ChiefのBILL,JEAN,大学教授のCHARLEsやPHILIP�
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･壷茎タ

図13ラウンジの出入口に張られていた戯画

(いやな臭いのタｰビダイトから逃げまどう魚たち

今から84-102m.y.の前のお謡です.作者:不明)

皆呼びすてであった.日本の習慣に馴染んだ私には

自分よりもはるかに学問的にも人格的にも尊敬できる

この人達を“ノ･イチャｰリｰ"“ヤァビル"狂とと呼

ぶにははじめのうちはたかなか抵抗があった.しか

し慣れてみるとこの習慣は特に数ヵ国の混成チｰ

ムである乗船者同士がお互いにうちとけ親密さを増す

につれてとても気に入った.彼等の“MASAT0"と

呼ぶのには親しみカミ感じられそれに強いアクセント

のいる私の名前のコｰルには日本人よりも彼等の方が

スムｰスであるようにおもえた.掘削中時折り吹く

風の強い目を除いて殆んどシャワｰすらない好天に恵

まれたしeg75であった.強い風の目は海鳥が休息の

ため船尾に集まり残飯整理に活躍していた.

4.SEDIWENTLOGISTSからの報告

我々のミｰティングは皆が集まるのを見計って前

ぶれなしに行われるのが常であった.ある目の夜7時

すぎにDORRIKカミ堆積屋の意見をまとめた形で530の

SiteSummaryを行った.私はすでに彼等のTurbidites

説から大略の結果を闘いていたがその結論はかなり古

生物屋のHERBERTを驚かせたようだ･私も“B1ack

Sha1e"についての彼等の見解については同調しかねた.

先にも述べたように我々はSite530では基盤岩である

Basa1tまで連続的に約1,100mに及ぶコアを採取するこ

とができた.その中途にはBasa1tの礫も入っていたカミ

堆積物の岩相保存は良好であった･D0RRIKは堆積物

を9unitに分けその岩相の特徴とそれらの古堆積環

境についておおまかた説明をした･彼等は堆積物のク

レｰディングｰ印Turbiditesであると解釈した.

HERBERTは一部を除いてBiostratigraphyの面から

いって層序に逆転が見られないので必ずしも全てを

Turbiditesでかたづけるのはどうかと反論

した･アメリカの二人の古生物屋は特に反

対意見を述べなかった.私はDORRIKに

“B1ackShaleの堆積したBasina1とは一体

どんな環境であるのか"とたずねた.彼は

深さ2,000～2,500㎜の海盆だと答えた.た

しかにUnit5にはInoceramusが堆積物中に

含まれておりそれがその時代の水深に照ら

して深すぎることは確かであるのでTurbi-

dites説に特に反論はなかった.私はB1ack

Sha1eの堆積環境について自分の意見を述べ

た.“B1ackSha1eの卓越する所からChlo-

rinityが低くなることB1ackShale中には

角ばった石英長石だとの砕屑物がたくさ

ん混ざっておりそれは明らかにかなり浅い

(2,Ooomよりは)海の堆積環境を示唆しているのでたいか"

二､C鴛鳩簑鴛亡簑簑水婁膿

したように“この現象はIWのChlorinityを高めこそす

れ逆に低くさせることはあり得ないしそんなことは

“Impossib1e!"だ"と彼に説明した.もう一人のCo-

ChiefのJEANは何も意見を述べなかった.私はIWの

Dataを除いてもB1ackSha1eの岩相は浅い所一陸から

の強い影響を受けている環境下で堆積した可能性を力説

した.Co-ChiefのBILLは更に低いCh1orinityの例と

してB1ackSeaをあげこのAngolaBasinも上部は

海水だがその下はFreshWaterであるB1ackSea-

Typeであったかも知れないと述べた.たしかにCo-

niacianからA1bianにかげてLeg40におけるAngo1a

���卩������楯�慮�剩��楴攵���

VerpeBasin(Site367)などでB1ackShaleの存在が確認

されているがこれらのDataはB1ackSha1eのOrigin

について十分た論議をつくしていない.またAngo1a

Basinがかつて内海的性格の環境であったなどという突

飛(?)な解釈は無論これまであり得ない.ミｰティン

グでは意見を述べあうのみでその場での意見の統一は

とくになされたかった.しかし水深を更に2,000m

近く浅くするには現段階では余りにもData不思であ

ることから当然大勢はB1ackSha1eの堆積した

Pa1eo-DepthはD0RRIKのいうように(実はJEANの説)

2,000m以深であることになった.D0RRIKはB1ack

Sha1e一時にそのOriginについては何もふれなかった.

私は自分の意見についてOrganicGeochemistはどう

思うのか横に座っていたPHILIPにコメントを求めた.

彼は笑い在カミら“わからない"と答えた.ALAINも黙

っていた.古生物の方ではこれといったDataかご�
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図14

RocKEVALの結果の概念図一ケロシンを

その分解温度で三つのタイプに分類し倉

石油の母岩の起源を知るのに応用されてい

る(SITE530のBLACKS亘ALEはタイプ

1とIに属する｡

RED-GREENMUDsT0NEはタイプ皿に属

する.

のB1ackShaleの地層から得られなかったのが残念で

あった.つぎの夜はOrganicGeochemistからの報告

があった.

5.Turbi砒esは万能である!!?

先っ親分格のPmLIPカミ全般的な総括を行い続い

てSIMONが主としてガスについて述べた･当海域は

先にも触れたように200m以浅では堆積速度が阜いこと

有機物量カミ多いこと等硫酸イオンの環元一H･Sの発生

それに引き続いてCH･の生成という有機物の初期続成

作用を知るのに好都合であった.

その目彼等PHILIPALAINSIM0Nの三人は船内の

あちこちで意見を述べ合い議論していた･Leg75に

おいてB1ackSha1eの起源を明らかにすることは主要

目的の一つでありその上同一航海でOrganicGeo-

che㎜istが三人も乗船することも極めて稀であり如何

にOrganicGeochemistの役割が重要視されていたか

おわかりになれるでしょう.そん荏訳で彼等の報告も

熱の入ったものであった.ALAINはRockEvALの厚

みがTerrestia1であると結論した.

主張するように

るならぱ

域内のみにそれらの分布が限定されねばならない.

かるに

り(図14)

るのか判断不可能のように思えた.

んとうにRockEvAL(のテｰタ)は正しいのか"とたず

ねてみたが“まちカミいない"との返事であった.つま

りOrganicGeochemistsはB1ackShaleの大部分は

“Marine"であるカミｰ部のは“Non-Mar1ne"であり

それは“Turbidites"で運ばれてきたものであると結論

した｡この説はD0RRIcのいうTurbidites説に準拠

しておりそれは合理的であった.つまり彼等は

B1ackSha1e中の石英や長石類も有機物と同じく

“Turbi砒es"で運ばれてきたと主張した.私は石英

や長石カミ密度差の大きく異なる有機物と同じ運動をし

て共に堆積するとは考え難いと述べた.たしかに私

の浅海説は形をかえてOrganicGeochem二stからも

理を詳しく説明した｡この機器は亘/cvs

o/cプロファイノレから有機物の原物質を判

別できるというフランスのものでその宣

伝文句には取扱いカミ簡便でその上安価であ

る!と書かれていた.彼はDataを示しな

カミらB1ackSha1eカミ主としてタイプ1に集

中することいくつかのB1ackShaleはタイ

プIに属しその他のGreen-RedC1aystone

はタイプ皿に分類できる.従ってB1ack

Sha1eはMarine起源でありその一部の

しかしALAINカミ

RockEvALで原物質の性格が全て判

Green-RedC1aystoneなどもタイプIの領

し

Site530のデｰタは3つのタイプに分散してお

従ってどれが海成でどちらカミ非海成であ

私はALAINに“ほ�
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支持されたがどちらの説をとるかでこの古CRETA-

cE0UsSEAの歴史は本質的に全く異なってくることは

容易に理解出来るであろう･私はTurbidites説を完全

に納得した訳ではないが短いコメントをしたにとどめた.

以上のように浅海起源説(B1ackSha1eの)はTur-

biditesにおし在カミされてしまったのである.

ScientificPartyのB1ackSha1esの結論は以下の通り

である.

“B1ackshalesofupper-A1biantoConiacianage

containupto16.5%organiccarbon…….Theor-

ganic血atterintheblackshalesismain1yderi∀ed

�潭�物��条�����晥��灬���

containorganicmatterofterrestria1origin.……"

6.おわリに

ここに私はクロマｰチレンジャｰ号での深海掘削の

結果カミどんな形でFinalRepOrtとして生まれるか

私個人のかなり偏見と独断に富むフィルタｰを通して読

者に紹介した･専門分野の異恋る各人力洞一サンプル

同一デｰタからいかに本質的に異なる結論に達するか

そのプロセスの一部でも理解してもらえれば幸いである.

それに我々Leg75パｰティは五ヵ国からたりそれだ

けでもコミニュケｰションにかたり異質なものをお互

いに感じ合っていたでしょう.船上分析の結果は上記

に述べた通りであるが詳細な結果及び結論は各人の

ShoreLab.での分析･結果待ちである.

yOU^OS､}V匡^LOT

δF･r1MEJ05TT一θ｢刊帖工に.

洲肝90yOOτ州ヒ^蜥

P0胚引Xτyコ)Ay34T二.･`

図15多大な成果を得て笑みをうかべるCo-CHIEFの二人

BILL(左)とJEAN(右)

我々は最終寄港地Recife(BRAzIL)に向う船内での報

告･討論を行い最後に船上Reportをまとめた.セ

ント･ヘレナ島の近くを通る9月3日のA.M.4:30に

は誰ということ在く皆おきてきて英雄ナポレオンを

しのんだ.ALAINはうす暗いせいか(?)フラッシ

ュを付けたカメラを持ち歩いていて皆にからかわれて

いた･グ号がいまにもこの島の側を通りすぎてしま

うのでないかと皆カメラのシャッタｰを切ったが通

過したのは2時間後･大部明るくなってからである.

最終報告のあとは皆おもいおもいに目一目を過した.

R0GERと私は毎日ジムでテｰブルテニス(R0GERはピン

ポンをそう呼んだ)を約1時間するのが日課であった.

彼はといえば1目のうち1時間～1時間半かけて

船首で目光浴をしP.M.3～4頃ジムで備えつけてあ

る全ての運動用具で汗を流していた.その上私との

テｰブルテニスであるから1目の内数時間は体を鍛え

ていたのである.

Leg75は殆んどシャワｰすらたい天候に恵まれ

た航海であった･我々は朝早くから船首に体を横た

へ大西洋の心地よい風に体を吹かれながら一路Recife

に向った.

㌻

図16下船準備で忙しい最後の目連絡ボ

ックスに入っていたラストコミック
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